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研究成果の概要（和文）：シャーガス病は、病原原虫がサシガメによってヒトに感染する寄生虫疾患で、ボリビ
アの国土の半分を占める風土病である。本研究の目的は、若年層における慢性シャーガス病の合併症（心疾患、
消化器疾患）の有無を調べ、早期発症者の血中バイオマーカーを危険因子として特定し、早期診断に寄与するこ
とである。サンタクルスの国立大学の2017年の新入生の陽性率は5％で、このうちインフォームドコンセントを
得た陽性72名、陰性53名を対象に、心電図、胸部X線、大腸の造影X線による合併症の診断を行った。その結果、
意外にもシャーガス陽性群と陰性群で大腸および心臓の合併症の頻度に差がないことが判明した。

研究成果の概要（英文）：Chagas disease is a parasitic disease caused by Trypanosoma cruzi 
transmitted to humans by a Triatomine insects. Chagas disease in Bolivia is endemic that covers half
 of the country. The National University in Santa Cruz conducts annual antibody testing and the 
positive rate in 2017 was 5%. The aim of this study was to examine the presence of complications of 
chronic Chagas disease (cardiac and gastrointestinal diseases) in young people and to identify 
biomarkers in the blood of those who develop early disease as risk factors and to contribute to 
early diagnosis. In 2017,72 positive and 53 negative subjects who gave an informed consent were 
diagnosed for complications by ECG, chest X-ray and contrast-enhanced X-ray of the colon. The 
results showed, surprisingly, that there was no difference in the frequency of the colonic 
complication megacolon between the Chagas-positive and negative groups. The same things happened in 
ECG abnormalities. The results were contrary to expectations.

研究分野： 寄生虫学(含衛生動物学)

キーワード： シャーガス病　ボリビア 　クルーズトリパノソーマ　原虫感染症　昆虫媒介感染症　拡張型心筋症　巨
大結腸症　慢性感染症

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で示された結果は、これまでのシャーガス病の合併症に関する知識と相反するものであり、自然感染が減
少し、母子感染した後、新生児期や小児期に治療を試みられた世代の慢性シャーガス病の合併症の発症に関して
まったく新しい知見が得られた可能性がある。現在、抗体検査の精度や感度、リアルタイムPCRによる血中DNA検
査などを追加して行い、これまでの診断基準の見直しを行っている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様式 C-19, F-19-1, Z-19（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
（１） 中南米地域を中心に慢性シャーガス病患者は 500 万人を数え、非常な健康上の問題と
なっていた。WHO は顧みられない熱帯病として 20 の疾患を指定し、重点化した取り組みを開
始していた。 
（２） 中南米地域の中でもとりわけ、シャーガス病による健康被害が深刻だったのはボリビ
アで、罹患率を反映するとされる抗体保有率は全体でも 6-16％と見積もられ、WHO,および政
府が主導するシャーガス病制圧国家プログラムの施行後、10 年以上経過してもサンタクルース
やコチャバンバなどの地域では 20％近くの罹患率を保っていた。 
（３） 研究者らはボリビアで 20 年近く現地の研究者と共同研究を行い、慢性シャーガス病の
合併症の発生頻度が約 30％であり、その発症には原虫の違いよりは、ヒト側の遺伝因子特に HLA
クラス 1 の特定のアレルが重要であることを報告した。さらに、小児治療プログラムに参画し、
小学生のベンズニダゾール治療の長期フォローアップを行い、その治療効果が約 60％前後であ
ることを見出した。また治療効果の指標として従来の原虫血症の PCR による判定ではなく、炎
症性サイトカイン IL-17A の血中レベルが使用可能であることを発見した。 
 
２． 研究の目的 
（１） シャーガス病の制圧プログラムをすり抜けた新入学大学生のシャーガス陽性者の慢性
合併症の程度および頻度を観察すること。 
（２） 早期に合併症を発症する２０歳前後の若年者に特異的に見られるバイオマーカーを同
定し、早期発見早期治療へとつなげる。 
 
３． 研究の方法 
（１） 血清診断によりボリビアサンタクルース市のガブリエルレネモレノ自治大学の薬学生

化学部新入学生を中心にシャーガス病のスクリーニングを行う。この過程は大学全体の
サービスとして行われているものである。 

（２） 検査後、陽性、および陰性の学生をランダムに抽出し、研究の主旨を説明し早期の病態
変化を調べるために、心電図、胸部エックス線、大腸のバリウム造影検査を行うことお
よび採血を行うことに同意を得たうえで、参加者を登録し、臨床検査を開始した。 

（３） 採血および上記の臨床検査終了後、専門医による診断を確定し、シャーガス病に特徴的
な画像や心電図変化、心臓のサイズなどのデータをまとめた。 

（４） 典型的な合併症のグループとそうでないグループについて、血液中のたんぱく質、ある
いは DNA に特徴的なものがないか検討した。 

 
４． 研究成果 
（１） 表１に示すように、多数の参加者をリクルートすることができた。当初ある程度苦痛を

伴う大腸造影についての参加者が少数になることを懸念したが、実際には１２９名中８
９名がこの検査を受けてもらうことができた。 

 
Table 1 Participants 
 

Status of participants (n=129)     

  ICF ^ CRF ECG X-RAY Barium Blood  

Completed 126 92 82 81 123 

Not completed 0 32 42 43b 1 

Pending 0 2 2 2 2 

Left study 3 3 3 3 3 

  129 129 129 129 129 
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（２） 大腸造影検査によるシャーガス病合併症の検出 
 

表２に示すように、抗体陽性者、および陰性者のいずれのグループにおいても、何らかの大腸の
拡大や延長の異常像が見られ、ほぼ全員にシャーガス病に関係なく巨大結腸症あるいは結腸延
長症が見られた。この結果の解釈はまだできておらず、この地域の住民に何らかの遺伝的なある
いは環境的な要因があるのか、あるいは血清診断が問題なのかわかっていない。 
 
Table 2. Abnormality of colon frequently observed in the participants 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３） 胸部レントゲン検査および心電図検査による心臓シャーガス病を示す合併症の検出 

 
表３に示すように、検査を受けた学生の心電図異常はいずれのグループも 20％前後で特に相違
は見られなかった。しかし、早期に見られる心電図異常として報告されている不完全右脚ブロッ
クについては血清陽性グループで頻度が上昇していた。そのほかの異常についても、よりシャー
ガス病による影響の強い房室ブロックなどを加えて、特異的な変化を起こした学生を早期変化
群とすることが可能かもしれない。 
 
Table 3. ECG abnormality observed in both groups but iRBB showed more in Chagas 
positives 

 

Barium enema (n=８7)   
Result of tests Seropositive n=46 Seronegative n=41 

n % n % 

Normal 2 4.3 1 2.4 

Abnormal         

Dolicomegacolon 4 8.7 1 2.4 

Dolicosigma 20 43.5 12 29.3 

Dolicocolon 16 34.8 15 36.6 

Dolicocolon・ Dolicomegasigama 1 2.2 0 0 

Dolicomegasigma 3 6.5 12 29.3 

Total 46 100 41 100.0 

ECG results (n=95)   
Result of tests Seropositive n=49 Seronegative n=46 

n % n % 

Normal 34 69.4 31 67.4 

Abnormal         

iRBBB 6 13.0 2 4.3 

Other abnormality 9 19.6 13 28.3 

Total 49 100 46 100.0 
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